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会長 奥田 妙子
地域の皆様をはじめ関係団体の皆様には、連合町内会の活動に

深いご理解とご尽力を賜 り厚 くお礼申し上げます。

5月 15日 に代議員の皆様のご協力のもと、第 37回総会を開催す

ることができました。議案は全て承認され、新たな年度がスタート

しました。

新型コロナウイルス感染症との闘いは 1年を超えましたが、未だ普段と異なる生活

状況が続いています。通常の活動が制限されている中、役員一同、工夫をしながら取 り

組みを進めてまいりますので、引き続きご指導・ご協力を賜 りますようお願い申し上げ

ます。

中里北部地区で過ごすすべての人、住民・働いている方・児童・学生が主体的に

まちの変化に気づき、さりげないやさしさで支え合い一人も取 り残されないまちを

つくるために、「気づきの和」の取 り組みがはじまりました。シンボルマークは、横浜美

術大学の学生さんにお願いしました。

日本体育大学の学生さんが地域の清掃活動や見守り活動に協力してくれています。

「気づきの和」連絡会には、地区の小学校や中学校の校長先生にも参加協力を頂いてい

ます。

鴨志田地域ケアプラザを拠点にオール中里北部地区で取 り組み、これからも安心・安全

に暮らすことができる地域の「つながり」を大切にしていきたいと思います。
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5月 15日 (土 )たちばな台町内会館において、出席者 22名 (定数 :23名 )と 青葉区役所から 3名 の

オブザバーの出席をいただきました。来賓の小澤青葉区長から、日頃の地域活動の感謝と総会開

催のお祝いの言葉を賜 りました。コロナワクチンに関しては 65歳以上の高齢者接種に関しては、

7月 中にいきわたる数量を確保されているので安心してくださいとありました。

定時総会では、令和 2年度の活動と決算を報告 し、また令和 3年度の事業計画と予算並び役員

人事につきまして、活発な討論 と貴重なご意見をいただき承認されました。

引き続きまして、懸案事項でありました事業年度を、区役所や単体町内会 。自治会の年度に合わ

せて 4月 1日 ～翌年

3月 31日 までとする

変更案 (会則の一部

改定)につきまして

も承認されました。

令和 3年度 行事予定の概要

令和 3年度 中里北部連合町内会 代議員
No 役 職 氏  名 所 属

1 顧間 飯島 文夫 たちばな台町内会

2 会長 奥田 妙子 鴨志田町内会
う
０ 副会長 久保木 俊男 たちばな台町内会
4 副会長 大曽根 孝― 寺家町内会
5 会計 黒木 まち子 鴨志田緑自治会
庶務 小墓 定則 たちばな台町内会

7 監事 戸塚 昌行 鴨志田町内会 会長
監事 金子 輝久 寺家町内会 会長
参与 森 昌雄 鴨志田町内会

10 理事 石保 武夫 たちばな台町内会 会長
理事 角田 浩 グ・鴨志田西団地自治会 会長
理事 村端 明美 たちばな台西自治会 会長

う
０ 理事 小林 香織 鴨志田緑自治会 会長
14 理事 真下 幸枝 グ・鴨志田東団地自治会 会長
理事 加藤 弓江 市営鴨志田住宅自治会 会長
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各団体・組織と連携して地域住民の交流を深稲 行事を計画してL｀ます。

月 日 ]理 内 容 場  所 備 考
ｒ
ｏ

買
Ｕ 土 さわやかスポーツ体験 鴨志田第一小学校 スポーツ推進委員
貪
υ
Ｏ
こ 土 青葉かがやく生き生きプラン研修会 鴨志田コミュニティハウス 地区社協と共同開催

ワ
ｆ 4 日 夏季 ドッジボール大会 鴨志田第一小学校 スポーツ推進委員
ｎ
Ｊ

目
０ 日 秋季 ドッジボール大会 甲′患志田緑小学校 スポーツ推進委員

10
10 日 第26回連合 B3」内会 運動会 甲′患志田緑小学校

24 日 鶴見川西岸遊歩道 清掃 鶴見川 遊歩道
ワ
ｆ 日 スタンプウォークラリー 鴨志田緑小学校 青指 0スポ推

０
乙

買
Ｕ 日 第8回ふるさとマラソン大会 鴨志田中学校 青指・ スポ推

23 日 紙ひこうき大会 鴨志田緑小学校 青少年指導員

3
ｎ
Ｊ 土 こども科学教室 鴨志田コミュニティハウス 地区社協・青少年指

No 役 職 氏  名 所    属

委員 飯島 文夫 社会福祉協議会 会長
委員 岡田 みどり 民生児童委員協議会 会長
委員 西村 進 スポーツ推進委員連絡協議会 会長
委員 松本 勝美 青少年指導員連絡協議会 会長

ハ
υ 委員 前田 悦子 保健活動推進員会 代表
委員 溝江 貴子 環境事業推進委員会 代表
委員 倉岡 正高 家庭防災員会 代表

,3 番 昌 牟祀 武治郎 防犯指導員 代表

No 役 職 氏  名 所 属

1 行政 前橋 昌幸 青業区役所生活衛生課 課長
2 行政 霧牛 浩司 青葉区役所総務課庶務係 係長
り
０ 行政 加藤 園望 青部区役所生活支援課 係長



会計報告
令和 2年度中里北部連合町内会 決算書

(令和2年 5月 1日 ～令和3年 4月 30日 )

令和 3年度 中里北部連合町 内会 予算書
(令和3年 5月 1日 ～令和4年 3月 31日 )

「寺家ふるさと村 散策」
寺家6、るさと村は、自然環境をそのまま残した、雑木林の丘に挟まれ

た谷戸田とB平ばれる細長<伸びた水田と、その奥に、静かに水をたた

えた「ため池」が点在した「昔ながらの横浜の田園風景」が色濃<残

つたところです。春の桜・夏のホタル・秋の紅葉・冬景色と四季を通

じて人気のエリアです。また、「5つの池めぐり」「モミの大木」「水車

小屋」「熊野神社」などは「スタンプウォークラリー」のコースの一部

となつています。

「四季の家」の駐車場から、水田越しに見える、白い鳥居は古<から村人の精神的よりどころだ

つた「熊野神社」です。倉」建時期は不明で、祭神はイザすミノミコト・イザすギノミコト・オオ

ヒルメムチノミコト (天照太神)が祭られています。            ― _.__

「武蔵風上記」によると、寺家村熊野谷に建てられたと記載され、

昔から「御熊様」と呼ばれていました。火災によりいつの時代かに

現在の場所に移転されたと言われています。

【谷戸 (やと)i丘陵地の谷間にできた低湿地のこと】

【熊野神社】
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項 目 科  目 予算額 決算額 差弓増減額
項 目 科   目

前年度予算額 今年度予算額 差弓増減額 説 明

収 入
収 入

1,223.69,

2.523,03(

1,214,70(

1,590,00,

2,521,15(

121350(

収入小計
小計 J又入内訳

150,00〔 15000(

支 出 支 出

事業活動費 事業活動費

430,00(

助成金 65000( 助成金

140,00(

140,0∝

30,00(

100,00(

50,00(

140,00(

140,Oα

30.Oα

100,00(

50,00(

30,00(
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町内会長永年在職者 区長表彰 (令和 3年 3月 3日 )
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多年にわたり地域住民組織の長 として区政に協力され地域の振興に尽

くされましたとして、鴨志田町内会会長・戸塚昌行さんに小澤青葉区長

より、感謝状が贈呈されました。

(表彰式は中止で、郵便局に感謝状が届けられました)

洟|全国スポーツ推進委員 表彰
30年余の永い期間スポーツ推進委員として地域スポーツ振興の
ため多大の貢献をされましたとして、スポーツ推進委員会長、西村さんに

阿達全国連合会会長より感謝状が贈呈されました。        ‐

一
一

・
・

・
・
一
一
・
一
Ｎ

さわやかスポーツ体験 (6月 5日 )
ヽ

＼

スポーツ推進委員・青少年指導員の主催により、鳴志田第一小学校においてコロナ感染対策

を徹底 し、1年半ぶ りにスポーツイベン トが開かれました。開催種日は、フィンランドの伝

統的なゲームから開発 されたスポーツ「モル ックJと パラリンピックの正式種 目「ボッチャ」

で誰にでも簡単にできる競技です。

また、参加 した子ども達からは、

糸区続 して開催をしてほしいと強い

アピールがありました。
ボッチ

■

「気づきの和」ニュース
「気づきの和J連絡会窓口

鴨志田地域ケアプラザ :045(961)6911

郵便局から西団地に向かう遊歩道の植え込みに、大きな トゲがついている大木が

ありました。危ないので 「気づきの和J窓 口のケアプラザに相談したところ、
土木事務所に連絡 していただき危険な大本は処分されました。

**** 編集後記  ****

「自粛疲れ」。「コロナ慣れ」と「変異ウィルス」に加えて「オリンピック」。「選挙」が予定さ

れて、人との接触の機会も増えて感染拡大が,い配となります。夏の恒例行事である「お祭りJ

も今年も中止ですc「ワクチン接種」と「新生活様式」によつて、日常生活を早く取り戻して、

地域の絆を深める、「運動会」「マラソン大会」の開催ができることを願つています。

大曽根 孝一
臨

広報担当
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久保木 俊男 定則


